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地下ダム流域における地下水硝酸性窒素濃度の変動予測 

 地下ダムの水質を適正に管理するためには、流域の地下水流動や水質変動の特性を反映した硝酸性窒素濃度の変動

予測モデルの開発が求められています。本研究では、止水壁締め切り前の地下水硝酸性窒素濃度の長期的変動を解析

し、負荷源を推定するとともに、硝酸性窒素濃度の長期的な変動を予測できる簡易なモデルを開発しました。 

成果の概要 

琉球石灰岩が広く分布する地下ダム流域では、降雨に反応して急激に変動する地下水位（図 1 のタイプ 1）や、変動が

大きい硝酸性窒素濃度（図 2 のタイプ a）がみられ、これらの観測地点が洞くつ周辺に位置することから、洞くつの存在

が地下水流動や水質変動に影響を与えていることが考えられます． 

硝酸性窒素濃度の予測モデルは、水収支サブモデル（図 3a）と、窒素収支サブモデル（図 3b）から構成されています。

水収支サブモデルで 1段目から3段目へ直接到達するパイプは、石灰岩地域の素早い鉛直浸透流を表現しています。

また、窒素収支サブモデル（図 3b）には、木方・イスラム（1995）の窒素動態モデルを採用し、窒素諸形態と生物・化学

反応との相互関係を線形の簡易な式で表現しています。 

提示したモデルは、1990 年代半ばからの減少傾向を概ね再現しているように、長期的な変動傾向の予測モデルとして

の使用に適しています（図 4）。 

 

 

 

図 1：ボーリング孔における地下水位変動 

図 3：硝酸性窒素濃度の予測モデル 

図 4：計算された地下水硝酸性窒素濃度 図 2：湧水における硝酸性窒素濃度変動 
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